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東日本大震災によせて
  今回の震災で被害を受けられた会員やその関係者の皆様
をはじめ、被災されたすべての皆様に、心よりお見舞い申し
上げます。

  東日本大震災は2011年3月11日、JPNIC総会の最中に
発生しました。総会は大きな揺れで中断され、立て続けに起
こる余震によってそのまま終了せざるを得ませんでした。緊
急対応に追われる方も多く、翌朝になっても会場からお帰り
になることができなかった方もいらっしゃいました。

  私は普段、主にインターネットサービスプロバイダー（ISP）
の運用管理を業務としています。お客様の中には被災地に
設備があったり、現地で地域に根差したサービスを行ったり
している事業者の方が多くいらっしゃいました。

  今回、インターネット上でお客様を支える者としての課題を再
確認しました。一つは、ファイバーの断線などによる通信断で
す。幹線を多重化していたにもかかわらず、接続が絶たれたと
ころもありました。また、物理的な損壊がない場所においても、
集中や迂回によるトラフィックの急な減増が発生し、停止する
サービスも出てきました。二つ目は、やはり電源の確保でした。
地域のISPやデータセンターにおいても、バッテリーや自家発
電設備などは確保されてはいましたが、燃料の不足などで
サービス不能に陥るところがありました。発電設備も計画停電
における毎日の運用を想定されていないものも多いようです。

  反対に、インターネットの有用性を再認識させられる場面も
多く見られました。通常の通信よりも輻輳に強いインターネッ
トを用いたサービスの方が、通信手段として有効だったという
話がよく聞かれました。ソーシャル・ネットワーキング・サービ
ス（SNS）やミニブログ、インスタントメッセンジャー（IM）など
が情報の発信、収集、連絡に役立ったという方も多かったと思
います。私自身も、震源地や規模、警報などの情報を最初に得
たのはTwitterでしたし、連絡にはSkypeを多用しました。日
頃から使用しているツールが災害時にも役立ちました。また、
新しい取り組みも多く見られました。インフラの一つとして、

衛星を使ったインターネット接続を被災地に提供するボラン
ティアが、震災後すぐに稼働し始めました。ほかにも、クラウド
サービスを提供する事業者が連携して、被災地域の情報発信
を支援する建設的な取り組みがなされています。災害時にも
強いサービスとして、今後注目されるのではないでしょうか。

  被災地の復興はもちろんのこと、その他の地域において
も、現地の支援に加え、災害に備えた堅固で安全なネット
ワークを作り、災害時に正確かつ迅速な情報発信ができる
準備を、新しい技術と十分な訓練を通じて整えていく必要が
あります。殊に、事業継続計画（BCP）に基づく、地域をまた
いだバックアップ体制は、事前のシミュレーションがいざと
いうときに力を発揮します。私も、地域を担当する理事とし
て、微力ながら貢献できればと思っております。

  厳しい情勢が続いておりますが、JPNICでは皆様のお力
になれるよう取り組んでまいりますので、これからもご協力
をいただければ幸いです。

1998年、静岡県立大学国際関係学部（中途退学）在学中に有限
会社イプリオ（現株式会社イプリオ）を起業。インターネットサー
ビスプロバイダー、ケーブルテレビ、データセンター事業者などに
対する技術支援を行う。NPO法人地域間高速ネットワーク機構
理事、NPO法人ふじのくに情報ネットワーク機構副理事長、社団
法人日本インターネットプロバイダー協会理事など歴任。2008年
からJPNIC理事（会員推薦）、分野担当（非営利、地域）。

JPNIC理事

石田 卓也
（いしだ たくや）
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　この議論からJPNICの次の施策が生まれていくわけです
が、しかしそれ以上に大切なことは、JPNICで議論したこと
を糧に、またJPNICでの交流を元に、多くの人がJPNICの
外で活躍し、インターネットの発展に貢献するという仕組み
が動いているということだと思います。

　今回のニュースレターは、JNIC設立から数えて20周年、
そして15回目となるInternet Weekという、二つの話題を
特集しています。

　時代の流れの中でインターネットは大きく変化しています
が、JPNICの理念は変わるものではありません。JPNICは、
インターネットの基盤の将来を考える人たちの集まる「場」
であり続けてきました。Internet Weekもその一つです。こ
れからも、情報の要、人の交流の要であるために、JPNICが
いかにあるべきかということを、皆さんと一緒に考えていき
たいと思います。

「インターネットの円滑な運用のために各種の活動を通じて
その基盤を支え、豊かで安定したインターネット社会の実現
を目指します」

　これは、JPNICの活動理念です。この理念のもと、
JPNICはさまざまな活動をしています。IPアドレスやAS番
号といったインターネット資源の登録管理や、ルーティング
レジストリの運営などは、まさにインターネットの運用の基盤
を支える大切な役割です。IPv4アドレスの在庫が枯渇して
も、IPv4アドレスによるネットワーク運用がなくなったわけで
はなく、アドレスの移転による流動化も踏まえれば、その登
録管理の大切さはより増していると言えます。

　しかし、「人」や「コミュニティ」、または「社会」という視点
から、JPNICには別の重要な役割があると思っています。そ
れは「場」であり続ける、ということです。

　私がJPNICの活動に参加したのは1998年からで、部会・
タスクフォースの活動に参加したのが最初でした。当時、私
自身の研究活動の応用が、JPNICでの議論と重なるもの
だったので、お役に立つのであればと参加したのですが、
この時に感じたのは、JPNICは、単なる組織ではなく、イン
ターネットの基盤運営に関わる人たちが集まり、これからの
インターネットについて議論している、この「場」そのものな
のではないかということでした。その後、1999年から私は
JPNICの職員となり、組織の内側からJPNICとしての活動
を行うこととなりましたが、立場が変わったことでこの考え
方はより強くなりました。

　当時、インターネットは爆発的な普及期の真っ只中にあり、
ドメイン名とIPアドレスの管理も急拡大という頃で、JPNIC
事務局の内部では、資源管理という機能を十分に果たして
いくための作業で手一杯という状態でした。しかし、そんな
中でもJPNICは常に「場」であり続け、インターネットの基
盤運営に関わる多くの人たちが集まり、これからのインター
ネットはどうあるべきか、という議論を行っていました。

「場」であるということ

JPNIC理事

宇井 隆晴
（うい たかはる）

株式会社日本レジストリサービス 総務部長 兼 広報宣伝室長
1999年、国立豊橋技術科学大学大学院情報工学専攻修了、同
年、JPNIC入社。社内システム開発、IPv6サービス、汎用JPドメ
イン名サービスの立ち上げに従事。2001年、株式会社日本レジ
ストリサービスの設立とともに転籍。JPドメイン名のサービス設
計・企画に従事しつつ、ドメイン名とDNSに関する講演、記事執
筆などの対外活動を担当。現在は総務部門と広報宣伝部門を担
当。2008年よりJPNIC理事。
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